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グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
テ
ロ
や

紛
争
、
環
境
破
壊
、
貧
困
と
い
っ
た
国

境
を
越
え
た
人
間
に
対
す
る
脅
威
が
増

大
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
人
間
の
安
全
保

障
」。
日
本
政
府
も
、
人
々
に
着
目
す
る

こ
の
概
念
を
重
視
し
、「
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
大
綱
」
の
中
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
基

本
方
針
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。２

０
０
３
年
10
月
に
独
立
行
政
法
人

と
な
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
の
政
策
を

踏
ま
え
、「
現
場
主
義
」「
効
果
・
効
率

性
、
迅
速
性
」
と
と
も
に
「
人
間
の
安

全
保
障
」
の
事
業
へ
の
反
映
を
改
革
の

一
つ
に
掲
げ
、
こ
の
考
え
方
を
す
べ
て

の
事
業
に
取
り
入
れ
て
援
助
の
成
果
が

人
々
に
着
実
に
届
く
よ
う
努
め
て
い
る
。

で
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
視
点

に
基
づ
く
援
助
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
「
七
つ
の
視
点
」

だ
。
そ
の
中
で
は
、
援
助
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
人
々
中

心
」
の
立
場
か
ら
支
援
を
追
求
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
途
上
国
の
人
々
の
ニ
ー
ズ

に
立
脚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の

多
様
な
状
況
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
対

応
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
に

対
し
、
人
々
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
途
上
国
の
人
々
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
自
身
が
力
を
つ
け
る
よ
う
に
、
ま
た
本

来
人
々
を
保
護
す
る
役
割
を
担
う
途
上
国

政
府
が
し
っ
か
り
と
機
能
す
る
よ
う
に
、

支
援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、
政
府
の
行
政
能
力
の
向
上
を
目

指
す
「
政
府
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
人
々
に
目
線
を
合
わ

せ
、
生
き
る
力
を
引
き
出
す
「
地
域
社
会

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
人
々
に
確
実
に
届
く
援
助
を
目
指
し

て
い
る
。

人
々
の
能
力
強
化
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
の
経
験
・

成
果
を
特
定
の
地
域
・
人
々
に
と
ど
ま
ら

せ
ず
、
よ
り
広
く
普
及
し
て
い
く
た
め
に

も
政
府
・
行
政
の
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ま

た
、
現
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ほ
か
の

援
助
機
関
と
の
連
携
も
重
要
だ
。
こ
う
し

て
多
様
な
ア
ク
タ
ー
と
協
力
し
つ
つ
、

人
々
が
自
ら
の
強
さ
と
希
望
を
持
っ
て
生

き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

は
、
人
間
の
安
全
保
障
の
実
現
に
不
可
欠

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
回
は
、
世
界
共
通
の
課
題
と
し
て
さ

ら
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
と

「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
関
係
を
紹
介
す

る
。

人間の安全保障

１
人
々
を
中
心
に
据
え
、
人
々
に
確
実
に
届
く

援
助

２
人
々
を
援
助
の
対
象
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

将
来
の
「
開
発
の
担
い
手
」
と
捉
え
、
そ
の

た
め
に
人
々
の
能
力
強
化
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
）
を
重
視
す
る
援
助

３
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
、
生
命
、

生
活
お
よ
び
尊
厳
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
人
々
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
の
高
い

人
々
へ
の
裨
益

ひ
え
き

を
重
視
す
る
援
助

４
「
欠
乏
か
ら
の
自
由
」
と
「
恐
怖
か
ら
の
自

由
」
の
双
方
を
視
野
に
入
れ
た
援
助

５
人
々
の
抱
え
る
問
題
を
中
心
に
と
ら
え
、
問

題
の
構
造
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
の
問
題
の

解
決
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
知
見

を
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に
取
り
組
む
援
助

６
「
政
府
」（
中
央
政
府
お
よ
び
地
方
政
府
）
と

「
地
域
社
会
・
人
々
」
の
双
方
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
当
該
国
・
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展

に
資
す
る
援
助

７
途
上
国
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
や

ほ
か
の
援
助
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
を

図
る
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
目
指
す
援
助
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